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〇　地下水の流向流速が１本の観測井で計測できます。

〇　流速0.01～1.0cm/分程度の孔内流速が観測できます。

〇　細い（内径５０ｍｍ以上）ボーリング孔まで使用できます。

〇　小型軽量で野外、山間部の現場等の調査に最適です。

〇　オペレーションが簡単です。

左から右へ流れ時の温度分布

センサー部の構造 （表示は中心部は温度低く、周辺部は高い）

         地下水流向流速計の計測プローブは円柱状で中央に発熱体を設置し、

        その発熱体を中心に円柱周りに１６個の温度センサーを配置している。

        このプローブを地層中に埋設し、それと直交する方向から一様な地下

         水流があるとする。この時プローブ内の発熱体に電流を流し発熱させ

        １６個の温度センサーにより温度の上昇過程を計測する。

        熱伝達特性により流速が大きいと低く抑えられ、逆に流速が小さいと高

        くなる。

       また、水流に面しているセンサーは温度は低く、その反対側では高くなる。

      １６個のセンサーの温度差を知ることにより地下水の流向流速を知ること

       ができる。

　　　　　　
GFD３　本体

　地下水の流向流速を1本の観測井（内径５０ｍｍ）で簡易に
　計測が可能になりました。
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*1　測定値に対する精度です。

０　～　３６０　度　

±１０％

±１０度

　　　　　デジタル表示

　　　　　３６０度円形ＬＣＤ表示

　　 出　　   力            　ＲＳ２３２Ｃ

　　 電　   　源 ＡＣ　１００Ｖ

　　 消 費 電 力  　 ヒータ　OFF 時1.7W    ヒータ　ON 時4.5W            

　　ケーブル長 ３０ｍ（延長可）  

　　本 体 形 状 φ３４×　２５０ｍｍ

      測定可能深度 20m（延長可）
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